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　１．はじめに
　2012年8月13日から15日にかけて，ベトナム中
部フエ省のマングローブ林の調査とラグーン域
（対象は北西部のTamGiangラグーン）におい
て土地利用調査を行った。
　また，ベトナム中部沿岸に形成されたTam
Giang‒CauHaiラグーンのほぼ中間地点に位置
する湖口（ThuanAnInlet）付近のRuChaマン
グローブ林において，検土杖による簡単な地質調
査を行った。本稿はその報告である。
　２．調査目的と研究背景
　マングローブとは，熱帯・亜熱帯地域の潮間帯
上半部に生育する植物の総称である。潮間帯上半
部に生育する植物によって構成されたマングロー
ブ林は，その存在が世間に知られる以前から，熱
帯・亜熱帯沿岸の地域住民によって様々に利用さ
れてきた。時代によってその利用形態は変化して
いるが，マングローブの森には常に人間が関わっ
ている。
　近年，地球温暖化や海水準変動といった地球規
模で取り組むべき課題がクローズアップされるに
したがい，海と陸の境界，狭義には潮間帯上半部
に分布し，その影響が顕著に表れるであろうマン
グローブ生態系に関する研究も進められてきてい
る。
　だが，これまでの研究において，前述のように，
古くから沿岸の地域住民によって利用され，多く
が人為圧を受けた2次林であるとの指摘がなされ
る（宮城・安食・藤本,2003）マングローブ生態
系の理解に人間活動の影響は十分に考慮されてい
るとは言い難い。
　マングローブに関する社会科学的な視点からの
研究（安食,2001）も，人間によるマングローブ
林の利用形態に関するものが中心であり，マング
ローブ林が人為圧を受けることによってどのよう
な生態系を形成しているのか，といった点につい
ては不十分である。
　将来に渡り，持続可能なマングローブ生態系の
管理を目指すならば，その生態系の形成に少なか
らず影響を与えてきた人の活動との関係も十分に
理解されるべきではないだろうか。
　そこで，研究テーマとして，「マングローブ生
態系と人間活動はどのように対応しているのか」
という大枠を設定した。その第一段階として，人
間活動に焦点を絞り，マングローブ生態系の周辺
地域の環境変化を明らかにすることを目標にして
いる。
　これらのことから，今回の調査では，現地での
土地利用調査を通して，GT（GroundTruths:土
地の真実（地物の一般的な特徴））を得ることと，
マングローブ林の周辺環境を把握することを目的
とする。その後，過去（1960年代）の土地利用図
とALOS（2008年）の衛星画像データから作成中
の土地利用図に当てはめ，2図の時系列的比較を
通して，マングローブ生態系の周辺地域における
人間活動はどのように変化してきたのかを明らか
することを目標としたい。また，今後前述したテー
マに沿って研究を進める上で，ベトナム中部フエ
省のマングローブ林が研究対象地として適当かど
うかを判断すること，以上の3点を目的とした。
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　３．調査地概要
　調査地はベトナム中部沿岸に位置するフエ省，調
査対象地域はその沿岸のラグーン域である（図１）。
フ エ 省 は 面 積 約5,062 ㎢， 人 口 お よ そ110万 人
（2009年時点）で，フエ市は1802年から1945年ま
でグエン朝の首都がおかれた場所であり，現在，
当時の王宮は世界遺産に登録されている。
　ベトナム中部沿岸地域には，いくつかのラグー
ン（潟湖）が形成されている。調査対象地フエ
省のラグーンは，北西端に位置するTamGiang
ラグーンから南東端に位置するCauHaiラグーン
までの5つのラグーンを合わせて，TamGiang -
CauHaiラグーンと総称される。このラグーンは
全長約70㎞，面積はおよそ248.76㎢で，平均深度
1.5m-2.0m，最大深度4m-5mのベトナムで最大の
ラグーンである。
　今回はこのラグーンの北西端に位置するTam
Giangラグーンを中心に調査を実施した。
　また，フエ省のマングローブはTamGiangラ
グーンとThanhLamラグーン間の湖口付近に生
育している。現地ではその森の名称をRuChaとい
い，日本語に直訳すると，「小さなシマシラキ(マ
ングローブ植物の一種)」という意味である。
　４．事前準備
　米軍が作成した地形図から1960年代の土地利用
図（図２）を，GoogleEarth（2002）から現在の
土地利用図（一部）を作成した。これらをもとに，
およそ40年間におけるフエの土地利用の変化を検
証した。
　結果，大きな変化として，沿岸部における水田
から養殖池への土地の改変とHuong川右岸のフエ
市街地の拡大が見られ，その他に橋の建設や道路
の舗装などが見られた。
　また，1960年代の地形図にはマングローブ林の
記載は見られなかった。
　５．調査結果
　5.1　土地利用調査
　土地利用調査はGPSでログを取りながら，事前
に作成した土地利用図の凡例項目（水田，畑，砂
丘，集落，ラグーン，河川，養殖池，道路･鉄道，
墓地など）を主に見て回り，写真を撮影した。そ
の際，実際の現地での土地の使われ方と，衛星画
図１　調査対象地とマングローブ林の位置図
図２　1960年代の土地利用図
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像データ（ALOS:分解能2.5m）を利用した場合そ
れがどのように見えるのか，以上の2点に留意し
た。
　以下に，ベトナム中部フエ省TamGiangラグー
ン周辺の土地利用調査の結果について海側から陸
地へ向かって順に整理する。
　TamGiangラグーンでは，外海と比べて波が小
さく，水深の浅いラグーンの自然環境を生かして，
養殖業（アクアカルチャー）と漁業，2つの利用
が為されている。その他に，ラグーンの水面を移
動に利用している様子も見られた。漁業はある範
囲を柵で囲み，V字型のトラップを入口に仕掛け，
その後魚が柵の中に入るのを待って，網を引いて
魚を獲る。この時利用されている舟は多くが竹で
作られた小舟であり，エンジンなどはついていな
い。
　養殖池は湖岸一帯に広がっているものの，エビ
だけでなく，カニや魚も一緒に育てるタイプの養
殖池で，他地域のエビ養殖池に見られるエアーポ
ンプも見当たらない。通常，エビの収穫はポンプ
で池内の水とともにエビを吸上げ，その後一気に
冷凍してしまうが，そのための施設や設備等も見
当たらなかった。フエでは養殖者が網を使って収
穫している。
　陸側では，養殖池と水田の混在している地域が
見られる。もともと，ラグーンの周辺一帯は水田
地帯であったが，水田から養殖池へと土地が改変
された。この一帯では，放棄田も多く見られる。
養殖池を造成するために地面を掘り下げ，そこに
海水が浸入し，稲が生育不可能となったと考えら
れる。
　その他に，沿岸の地域開発の様子も見られた。
具体的には，トラックなどの大型自動車も通行可
能な橋の建設や，Huong川下流への水門の設置，
河口付近での浚渫などである。これらの地域開発
はおおよそ5年から10年程前から行われていると
考えられ，その背景には，南北ベトナムに比べ開
発が遅れる中部ベトナム地域に対する政府の開発
プロジェクトなどがある。
　ラグーン沿岸，水田地帯を抜け，内陸に向かう
と，次第に畑が見られるようになる。といっても，
畑が辺り一面に広がることはほぼ無く，水田や集
落など，他の土地利用と混在している。この訳は，
フエの地形形成過程を理解することで答えを見つ
けることができる。フエの中心には，Huong川が
流れている。この川は蛇行しながら流下し，ラ
グーン・外海へとつながっている。川が流れ，蛇
行を繰り返すうちに，旧河道，自然堤防，後背湿
地といった地形が複雑に形成され，現在まで，そ
れに対応する形で土地利用が為されてきたと考え
られる。フエのラグーン域の地形分類図（平井：
2005）と，作成した土地利用図を重ねてみると，
ほぼその地形に対応して土地の利用がなされてい
ることが理解できる。畑では主にキャッサバやエ
ンドウマメ，こんにゃくなどが栽培されている。
いずれも砂地に適した作物である。内陸に開かれ
た水田では水牛も見られ，伝統的な農業機械が使
用して人の力で田圃の排水作業が行われていた。
　また，TamGiangラグーンの西側一帯に広がる
石英質の砂丘地帯は，主に墓地として利用されて
いる他，植生の貧しい場所でも飼育可能なヤギも
見られた。その一方で石英の砂（ガラスの材料と
なる）を輸出するための施設もあった。
　道路は国道や県道は道幅も広く，舗装もなされ
ているが，少し奥へ入ると，土のまま，未舗装の
道も多く見られる。
　以上のような，フエ省における土地の使われ方
をまとめると，昔ながらの土地の使い方と，近年
の経済発展を目的とした地域開発・インフラの整
備等が進み，その影響を受けた土地利用のどちら
もが存在しながらも，人々の生活の中心は前者に
置かれていると見ることができる。
　今回の調査で得た結果を基に2008年のALOSの
衛星画像データを用いて土地利用図を作成し，よ
り具体的な分析をする必要があるが，おおよその
見当をつけるならば，フエ省においては，現在ま
でに大きな変化が生じたというよりはむしろ，ラ
グーン沿岸の水田から養殖池への土地の転換と新
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市街地の拡大，その2つの変化を契機として，今後，
沿岸地域から内陸地域も含めて，人々の生活に大
きな変化が生じる可能性のある地域として位置づ
けることができるのではないかと考える。
　5.2　マングローブ林における地質調査
　 フ エ 省 の マ ン グ ロ ー ブ 林 は 一 カ 所，Tam
GiangラグーンとThanhLamラグーン間の湖口
（Thuan　Aninlet）付近，HuongPhong地区に
分布している。規模はおよそ5haで，RuChaと呼
ばれる大変小規模な森である。マングローブ林の
周辺は主にアクアカルチャーとして利用されてい
る。
　マングローブ林の主要構成種は4種（表１）で，
Tomlinsonの区分に基づけば，その内1種が副次
的な構成種，3種が付随的な構成種となっている。
　また，現地では植林活動も行われており，その
樹種も表１に示した。現地では3地点において，
検土杖を用いた深度1ｍまでの簡易地質調査を
行った。
　調査から，以下の点が理解できた。
⑴　RuChaマングローブ林の堆積物からマング
ローブ泥炭は見いだせず，細かいシルトや粘土で
構成される一般的な干潟の堆積物であること。
⑵　ラグーンの潮位差が約1m程度（潮間帯上半
部は50cm）と，マングローブが生育可能な空間
が狭いこと。
⑶　林の周囲の水路の水深が深いことと，潮止め
が造成されていることによって，マングローブ林
が拡大する場所が確保されないこと。
⑷　フエ科学大学によって植林活動が行われ，わ
ずかではあるがマングローブ林の主要な構成種で
あるRhizophora等が生育していること。
　調査を実施するにあたって，RuChaマングロー
ブ林の規模について，①以前は現在よりも大き
かった，②もともと小規模であった（なぜフエ省
のマングローブ林が小規模なのかということはこ
こでは一旦置いておく），という2つの可能性が考
えられたが，②もともと小規模であったと仮定し，
1989年から現在までのおよそ20年の間に大きな規
模の変化は生じていないとするのが妥当と考えら
れる。
　その根拠に，1960年代に米軍によって作成され
た1/50000地形図でのRuChaマングローブ林の記
載と，同場所のLandsatの衛星画像データ（1989
年，2001年，2005年の4バンドコンポジット，フォ
ルスカラー画像）を挙げる。
　米軍の地形図の凡例には淡水湿地林として記載
されており，作成した米軍にはマングローブ林と
して認識されていなかったことがわかる。よって，
おそらくこの時期から，いわゆる支柱婚や膝根，
板根といったような特徴のあるマングローブ種は
この場所には生育していなかったと考えられる。
また，この周辺に同じ凡例の記載がないことから，
マングローブ林の分布もこの地のみであったと考
えられる。
　さらに，同地域を時系列に比較したLandsat衛
星画像データからは，RuChaマングローブ林の大
きさはこの間大きな変化が見られない。
　以上，現地調査と古地形図，衛星画像データか
ら，RuChaマングローブ林の規模について，も
ともと小規模なものであったという仮定のもと，
1989年から現在までのおよそ20年間のタイムス
ケールの中では，沿岸の地域開発や養殖池への土
表１　RuChaマングローブ林の主要樹種と植林樹種
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地の改変が進む中で，その規模の大きな変化は見
られないということを結論づけたい。
　６．フエ省での取り組み
　フエ省のフエ科学大学とフエ省ラグーン資源管
理局を訪れ，意見交換を行った。いずれもラグー
ンの自然資源を有効活用しつつ，湖内の生態系を
維持するための管理と，ラグーン周辺の地域住民
の生活の向上を目標に活動が進められている。そ
の活動の一つの要素として，RuChaマングローブ
林が位置付けられている。以下にそれぞれの機関
での取り組みを紹介する。
　6.1　フエ科学大学（HueUniversityofScience）
　フエ科学大学TonThatPhap教授（生態学者）
らの研究グループでは，ラグーン沿岸環境のマ
ネジメントと地域住民の生活向上へ向けた活動
を行っている。この活動には2年前からカナダの
ODAによる資金援助がされている。具体的な目
的をラグーンの漁業資源に生活を依る漁師の生活
を向上させることとし，ラグーンの自然環境シス
テムの理解と，地元政府へラグーンの管理方法
をアドバイスすることの2つのアプローチ方法を
とっている。3つの対象エリア（エスチュアリー，
マングローブ林，海草の生育地）を定め，コミュ
ニティーレベルでのマネジメントを目指してい
る。
　実際には，漁業で生計を立てる人々と，養殖
業によって収入を得ている人々の間で摩擦が
生じており，そのことがラグーンの管理をよ
り複雑にしていることから，漁業と養殖業の
バランスをとるための方策として，意思決定
のプロセスを統一することと，3段階のレベル
（Protect,Conservation,Using）に分けて管理す
ることの2つを挙げている。
　6.2　フエ省ラグーン資源管理局
　生物学者で副局長のDr.Quyetさんらにお話し
を伺った。ラグーン資源管理局では，前述した取
組みの他に，マングローブ林の拡大計画と，その
森を利用したエコツーリズムも推進されている。
具体的には，RuChaマングローブ林の面積を現在
の5haから30haにまで増やし，フエ市の中心にエ
コセンターを作るという計画で，現在必要な資金
の申請を行っている。ここでは，現地でマングロー
ブ林に対して使われる言葉を知った。完全なベト
ナム語の表記はできないが，「Rutanlangmac」，
日本語訳は「森が消えたら，村が貧しくなる。」
である。フエ省のマングローブ林は小規模ながら
も，ラグーンの生態系を管理する上で重要な意味
を持っていると認識されている。ラグーン資源管
理局では，ラグーンを管理していく上でのルール
（マスタープラン）作りを行い，地域住民が主体
の組織づくりを通して環境教育を行い，将来的に
は，洪水や高潮などの自然災害が多発するベトナ
ム中部沿岸地域の防災力の向上や，壊れてしまっ
た生態系やラグーンの水質修繕を目指している。
　７．まとめ
　調査対象地域では，現在沿岸での養殖池の造成
と都市の拡大，砂丘地帯でのプランテーションの
他，近年の経済発展を目的とした地域開発・イン
フラの整備といった活発な土地利用状況が見られ
た。しかし，多くの住民の生活は伝統的農業機械
を用いた農業や，竹製の小船を用いた漁業が中心
である。
　沿岸部のエビ養殖池も，エビだけでなく，魚や
カニも同時に養殖を行う粗放的養殖池が主で，集
約的養殖池やその維持に必要な設備は見られな
かった。
　以上のことから，ベトナム・フエ省のマングロー
ブ林域を，これまでに生じた沿岸域の養殖池への
土地の転換や都市の拡大等を契機として，今後沿
岸部だけでなく，沿岸から内陸にかけて更なる環
境変化が生じ得る地域と位置づけたい。
　また，地質調査では，有機物を含む堆積物が確
認されたが，マングローブ堆積物は見いだせな
かった。
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　調査後に，時系列衛星画像データの判読を行っ
たが，1989年から現在まで，マングローブ林の規
模や立地に大きな変化は見られなかった。また，
現存するマングローブ林の主構成種はExcoecaria 
agallochaやDolichandrone grathaceaと，2002年
から植林されたもの以外はBackmangroveのみが
広がっていたことから，マングローブ生態系と人
間活動の対応という視点から研究を進める上で，
研究対象林の見直しを行う必要があるといえる。
　８．今後の展開
　今回の調査によって，今後研究を進める上での
ベトナム中部フエ省と，RuChaマングローブ林の
位置づけをある程度行うことができた。
　フエ省では，過去およそ50年の間に，マングロー
ブ林の周辺（ここではラグーン沿岸地域とする）
で土地利用状況に変化がみられ，今後さらなる変
化が生じることが予想される。ただ，これまでマ
ングローブ林の規模は小規模ながらも維持されて
きた。
　よって，方向性として，「すでに大きな人間活
動の変化が見られた」地域を選定し，その地域と
今回の調査対象地を比較することが挙げられる。
　９．おわりに
　今回の調査を実施するにあたり，大変多くの方
に支援していただいた。フエで現地調査や意見交
換する機会を与えてくださっただけでなく，調査
に必要な手配までしてくださった，フエ省ラグー
ン資源管理局次長のLeVanThu様，およびその
スタッフの皆様。現地での聞き取りや意見交換な
ど，ベトナム語でのやり取りを全面的に支えて頂
いたマングローブ植林行動計画（ACTMAN）ベ
トナム駐在員の浅野哲美様。また，調査やデータ
の整理などを手伝って頂いた宮城研究室ゼミ生の
真壁さくら様。そして指導教員の東北学院大学宮
城豊彦教授に，この場を借りて感謝を申し上げる。
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土地利用調査写真
1．河口付近の養殖池地帯。水門の開閉によって池内
の塩分と水量を調整。魚やカニなども同じ池内で養
殖が行われる。年4回収穫が行われ，1ha当り約15万
匹の生産量。
2．竹製の小舟。塗料は石炭が原料の水をはじくコー
ルタール。潟湖内は水深が浅く，波が穏やかな環境
のため，多く利用される。　3．漁業用のトラップ。
衛星画像データを用いて養殖池かどうか判別可能。
4．河口付近に設置された水門。写真右が真水で左が
塩水。5．木製の橋。現地内陸側で多くみられた。　
6．「三十二車」という伝統的な農業用機械を使って，
水田の水を隣へ移している様子。材料は全て木(竹等)
を使用。　7．放棄田と水田。ラグーン湖岸で多く見
られた。8．脱穀後の米。聞き取りを行った方のとこ
ろでは500平米あたり，もみ付きで350㎏の収穫がで
き，脱穀後，100㎏あたり55万ドンで売る.
9．キャッサバ。栄養分の少ない砂地での栽培に適す
る。10．砂丘。主な土地利用は墓地。植生は乏しく，
ヤギが放牧される。
11．墓1。円墳が主流。時代が古いものは墓標の後ろ
に砂と小石が積まれているものが多い。　12．墓2。
方墳も見られる。　13．市場で売られる魚。14．養
殖したものではなく，川のエビ（Bacエビ）を売って
いる。100ｇあたり，写真左下が15,000ドン，右下が
12,000ドン（日本円でそれぞれ約60円，48円）。
15．米の値段。１㎏あたり，奥のもち米が13,000ドン,
手前のうるち米が11,000ドン（日本円でそれぞれ約52
円，約44円）。
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マングローブ林調査写真
1．RuChaマングローブ林内林道。地盤の高い土地
の両側にトンネルを作るようにして，Excoecaria
agallocha（シマシラキ）やDolichandronegrathacea
が生育する。2．Dolichandronegrathaceaの果実。
ノウゼンカズラ科。3．Dolichandronegrathaceaの
種子。4．地質調査地1周辺の様子。乾燥していて非
常に硬い。無数にみられる穴は雨季の土の柔らかい
時期にカニが作ったと思われる巣穴。5．マングロー
ブ林内に見られた祠。この地域では，村（集落）を
切り開いた男女（いわゆる創始者）を祀って寺を一
組建てる。写真の祠は女寺。大分色が落ちているが，
とても鮮やかな色で塗られていたようだ。寺の様子
は日本と大変よく似ている。6．5の女寺の対となっ
ている男寺。破壊されているが，いつ，誰によって
壊されたのかは不明。7．林内の墓地。円墳。8．地
質調査地3近辺の様子。Acanthus ilicifolius（ムラサ
キミズヒイラギ）。9．地質調査地2近辺の様子。地
面がひび割れている。10．この地では2002年より
植林活動が行われている。その植林種Rhizophora
stylosa（ヤエヤマヒルギ）が生育している様子が見
られた（写真左）。写真右側の種に比べ，地盤の低い
場所に生育。11．マングローブ植林地。実際に植林
を行っているのは退役軍事と学生である。植林樹種
はSonneratia（マヤプシキ科），Avicennia（ヒルギ
ダマシ科）など。12．水路内。わずかに地盤の高い
箇所に生育するExcoecariaagallocha（シマシラキ）。
13．周辺の様子。奥からマングローブ林，墓地，池
となっている。池内ではアヒルが飼育されている。
写真右側の船が土地利用調査時に撮影した小船であ
る。
